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特集 地域の守りのかなめ・消防団
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消
防
団
の
な
り
た
ち
は

町
火
消
し
か
ら

自
ら
が
主
役
に
な
る

防
災
活
動
の
大
切
さ

　

消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
時
代
劇
な

ど
に
よ
く
出
て
く
る
江
戸
時
代
の
自

衛
、
自
治
の
考
え
に
基
づ
く「
町
火
消

し
」が
今
日
の
消
防
団
の
前
身
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
明
治
時
代
に
な
る
と「
消
防

組
」と
な
り
、
昭
和
の
戦
時
中
に
は
、

警
察
の
補
助
機
関
と
し
て「
警
防
団
」

に
、
そ
し
て
戦
後
、
警
察
か
ら
分
離
し
、

自
主
的
で
民
主
的
な「
消
防
団
」と
し
て

再
出
発
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
住
む
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で

守
る
」と
い
う「
町
火
消
し
」の
精
神
は
、

現
在
も
消
防
団
に
受
け
継
が
れ
てい
ま
す
。

　

中
越
沖
地
震
や
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
は
私
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
、

自
然
災
害
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

と
い
わ
れ
る
東
海
地
震
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
上
回
る
被
害
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
一
時
的

に
10
万
人
以
上
が
生
き
埋
め
に
な
り
、

約
3
万
5
千
人
が
自
力
で
脱
出
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
密
着
し
た

消
防
団
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
を
生
か
し

て
、
自
主
防
災
組
織
や
地
域
住
民
と
と

も
に
こ
の
う
ち
の
約
8
割
を
救
出
す
る

め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

災
害
が
大
き
く
な
れ
ば
大
き
く
な
る

ほ
ど
、
災
害
発
生
直
後
の
地
域
住
民
の

助
け
合
い
や
人
命
救
助
、
初
期
消
火
へ

の
取
組
み
が
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て

消
防
団
や
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
助
さ

れ
た
被
災
者
の
生
存
率
が
80
％
超
と
、

非
常
に
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

消防技術の向上を目
的に開催される操法
大会。
厳しい訓練を積み重
ね大会に臨みます
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消防車両の緊急走行
　消防車両がサイレンを鳴らし、赤色灯を回し
て緊急走行するのは、火災以外にも以下のよ
うな場合があります。
　○支援出動（救急支援、ヘリ支援など）
　○救助出動（交通事故、水難事故など）
　○警戒出動（油などの漏れ、災害警戒など）
　救急車以外の消防車両が緊急走行する
場合には、市ホームページや消防情報案内
（0180-955-911）でお知らせします。


